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詞林　第73号　2023年4月

一
、
は
じ
め
に

　
『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
記
』
一
巻
は
初
学
向
け
の
類
書
で
、
歴
代
の

書
籍
目
録
や
史
書
の
経
籍
志
、
芸
文
志
に
は
記
録
が
な
く
、
敦
煌
で
発

見
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
こ
の
書
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
存
し
て
い
る
四
つ
の
写
本
は
、P4016

とP2652
は
フ
ラ
ン
ス
国
家

図
書
館
に
、S505

とS5785

は
イ
ギ
リ
ス
国
家
図
書
館
に
蔵
す
る
。
冒

頭
の
一
段
目
で
は
上
古
帝
王
の
系
譜
を
概
説
し
、
夏
代
か
ら
晋
代
ま
で

の
各
王
朝
を
羅
列
す
る
た
め
、
晋
代
の
作
で
あ
ろ
う
と
推
定
す（

1
）る。
敦

煌
の
啓
蒙
書
は
そ
の
内
容
か
ら
〈
字
書
類
〉、〈
総
合
知
識
類
〉、〈
教
訓

類
〉
に
分
類
さ
れ
、『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
記
』
は
〈
総
合
知
識
類
〉

に
属
す（

2
）る。

　

本
書
は
、
二
段
目
か
ら
最
後
ま
で
問
答
の
形
式
で
展
開
し
て
い
る
。

「
宗
略
錄
綱
、宗
顯
在
後
條
問
曰

：

伏
羲
已
前
、九
皇
之
時
、有
何
軌
範
」

と
、
問
答
の
初
め
に
記
さ
れ
る
宗
略
、
宗
顯
が
作
者
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
が
、
二
人
に
関
す
る
記
録
が
皆
無
で
あ
る
。

　

主
旨
は
書
名
か
ら
世
界
の
創
始
譚
・
神
話
・
帝
紀
を
語
る
も
の
で
あ

る
と
わ
か
る
が
、『
世
説
』、『
史
記
』〈
五
帝
本
紀
〉、『
帝
王
世
紀
』、『
古

史
考
』、『
始
学
篇
』、『
三
五
暦
記
』、『
補
史
記
』〈
三
皇
本
紀
〉、『
路
史
』

な
ど
の
文
献
に
記
さ
れ
る
神
話
・
帝
紀
と
比
べ
る
と
、
異
色
な
存
在
で

あ
る
。

　

上
古
帝
王
の
伝
説
を
語
る
一
方
、
仏
教
を
主
題
と
し
た
問
答
も
交
じ

り
合
っ
て
い
る
。
全
文
の
内
容
は
、
次
で
示
し
た
よ
う
に
い
く
つ
か
の

主
題
に
分
け
ら
れ
る
。

「
天
地
開
闢
」

「
九
皇
事
蹟
」

「
①
天
皇
事
蹟
」

「
地
皇
事
蹟
」

「
人
皇
事
蹟
」

「
②
伏
羲
事
蹟
」

「
仏
像
の
建
立
、
十
二
部
経
の
供
養
」

「
杜
康
造
酒
」

『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
記
』
か
ら
敦
煌
壁
画
へ

―
―
須
弥
山
で
日
月
を
回
す
阿
修
羅
―
―

李�　

育
娟
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「
須
弥
山
概
説
」

「
崑
崙
山
概
説
」

「
須
弥
山
四
洲
」（
南
閻
浮
提
国
、
西
瞿
耶
尼
国
」、
北
欎
單
越
国
」
東

仏
汙
墜
国
」）

「
日
月
大
小
形
貌
」

「
③
伏
羲
事
蹟
」

「
神
農
事
蹟
」

「
④
伏
羲
事
蹟
」

「
神
農
事
蹟
」

「
五
帝
政
績
」

「
⑤
伏
羲
・
女
媧
の
洪
水
伝
説
」

「
阿
修
羅
、
日
月
を
回
す
」

「
天
下
人
種
概
説
」

　

こ
の
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
仏
教
知
識
や
神
話
、
古
の
帝
紀
は
、
そ

の
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
、
仏
典
や
史
書
の
そ
れ
と
比
べ
れ
ば
、
庶
民

向
け
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
主
題
の
配
置
と
編
纂
が
や
や
乱
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
前
段
は
天
地
開
闢
の
く
だ
り
か
ら
始
ま
り
、
九
皇
、

天
皇
（
伏
羲
）、
地
皇
（
神
農
）、
人
皇
（
祝
融
）
の
紹
介
を
終
え
て
か

ら
、「
仏
像
の
建
立
、
十
二
部
経
の
供
養
」、「
杜
康
造
酒
」
の
主
題
を

配
置
し
た
の
は
、
あ
ま
り
に
唐
突
で
あ
る
。
ま
た
、
番
号
を
付
し
て
示

し
た
よ
う
に
、
文
中
で
天
皇
と
さ
れ
て
い
る
伏
羲
の
伝
説
は
、
五
つ
の

箇
所
に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
①
伏
羲
で
あ
る
は
ず
の

天
皇
が
、『
古
史
考
』、『
始
学
篇
』
に
記
さ
れ
る
十
二
首
の
天
皇
と
混

同
さ
れ
、
一
層
混
乱
を
招
い
て
い
る
。
中
段
は
、
須
弥
山
、
崑
崙
山
を

中
心
と
し
た
世
界
観
を
語
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
。
下
段
は
、
再
び
三

皇
五
帝
の
事
績
に
戻
り
、
伏
羲
・
女
媧
の
洪
水
伝
説
を
述
べ
て
か
ら
、

最
後
は
異
国
人
種
の
略
説
で
終
わ
る
。

　
『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
記
』
で
は
、
崑
崙
山
を
須
弥
山
と
同
一
視
、

従
来
の
中
国
上
古
の
神
話
、
帝
紀
と
外
来
の
仏
教
思
想
と
が
交
じ
り
合

い
、
独
特
な
仏
・
漢
融
合
の
世
界
観
が
作
り
出
さ
れ
た
。
三
皇
五
帝
、

伏
羲
と
女
媧
の
故
事
な
ど
の
神
話
伝
説
と
、
過
去
仏
、
須
弥
山
、
阿
修

羅
な
ど
の
仏
教
故
事
の
、
二
つ
の
系
統
を
融
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
世
界

観
は
、
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
や
彫
像
で
表
現
さ
れ
る
観
念
と
一
部
通
じ

る
。

　

旧
稿
で
は
、
伏
羲
・
女
媧
が
崑
崙
山
を
回
り
結
婚
す
る
と
い
う
く
だ

り
と
、「
記
紀
神
話
」
と
の
類
似
を
提
起
し（

3
）た。『
天
地
開
闢
已
來
帝
王

記
』
に
記
さ
れ
た
一
見
荒
唐
無
稽
な
伝
説
は
、
実
は
、
古
代
に
交
錯
し

た
種
々
の
思
想
や
文
化
の
現
れ
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
に
広
が
っ
て
い
た
。

本
書
に
描
か
れ
て
い
る
須
弥
山
と
阿
修
羅
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

　

本
章
は
、『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
記
』
に
み
ら
れ
る
須
弥
山
で
日
月

を
回
す
阿
修
羅
に
関
す
る
描
写
を
焦
点
と
し
考
察
を
行
う
。
敦
煌
石

窟
・
第
二
四
九
窟
の
天
井
壁
画
を
は
じ
め
と
し
、
南
北
朝
か
ら
晩
唐
・

宋
ま
で
の
壁
画
や
彫
像
、
及
び
東
大
寺
二
月
堂
の
須
弥
山
図
な
ど
を
含

め
、『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
記
』
に
描
か
れ
て
い
る
世
界
観
が
、
多
種

多
様
な
仏
画
や
彫
像
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
様
相
を
探
求
す
る
。
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二
、
阿
修
羅
が
日
月
を
回
す

　
　

問
曰

：

日
月
誰
転
、
江
河
誰
涓
、
経
年
不
絶
？
答
曰

：

阿
修
羅
主
、

四
手
八
脚
、
在
須
弥
山
、
左
手
把
日
、
右
手
把
月
。
晨
起
之
時
、

東
照
沛
于
墜
国
。
日
中
之
時
、
南
照
閻
浮
提
国
。
日
没
之
時
、
西

照
瞿
耶
尼
国
。
夜
半
之
時
、
北
照
欎
単
越
国
。
一
日
一
夜
、
照
四

天
下
。
沛
于
墜
国
、
土
縦
広
四
十
八
万
里
、
中
有
海
水
深
三
十
六

丈
、
阿
修
羅
王
入
裏
、
不
没
脚
踝
。（『
天
地
開
闢
以
來
帝
王（

4
）紀』）

　
「
四
手
八
脚
」
の
阿
修
羅
が
須
弥
山
で
日
月
を
掴
ん
で
運
行
さ
せ
、

須
弥
山
四
方
の
海
に
浮
か
ぶ
四
洲
に
光
を
照
ら
す
。
巨
大
な
阿
修
羅
が

海
に
入
っ
て
も
、
水
は
踝
ま
で
に
も
及
ば
な
い
。
こ
の
『
天
地
開
闢
以

來
帝
王
紀
』
に
描
か
れ
る
阿
修
羅
像
は
、
敦
煌
第
二
四
九
窟
の
天
井
西

側
の
壁
画
に
対
応
す
る
画
像
が
あ
る
。
北
魏
末
・
西
魏
初
に
作
ら
れ
た

と
推
定
さ
れ
る
第
二
四
九
窟
の
天
井
に
は
、
東
西
南
北
に
そ
れ
ぞ
れ
摩

尼
宝
珠
、
飛
天
、
阿
修
羅
、
玄
武
、
烏
穫
、
飛
廉
、
東
王
公
・
西
王（

5
）母、

及
び
天
皇
・
地
皇
・
人
皇
の
三
皇
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
二
四
九

窟
の
壁
画
は
、
中
国
上
古
の
神
話
人
物
・
神
獣
と
、
仏
教
の
人
物
が
交

じ
り
合
っ
た
画
風
で
注
目
を
浴
び
て
き
た
。
西
側
の
天
井
に
は
、
い
く

つ
か
の
小
さ
な
山
が
連
な
る
須
弥
山
の
前
に
聳
え
る
阿
修
羅
の
巨
躯
が

見
ら
れ
る
。
四
目
四
臂
の
阿
修
羅
は
、
上
半
身
が
裸
で
、
赤
い
腰
布
を

纏
い
、
両
手
が
日
月
を
高
く
掲
げ
、
残
る
両
手
が
胸
の
前
で
組
ま
れ
て

い
る
。（
図（

6
）1）

（
図
1　

西
魏
・
第
二
四
九
窟
天
井
西
側
）
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こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
須
弥
山
の
前
に
日
、
月
を
掲
げ
た
阿

修
羅
像
の
由
来
は
、
仏
典
に
描
か
れ
た
伝
説
と
関
わ
っ
て
い
る
と
み
な

さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
阿
修
羅
は
天
界
の
天
女
を
眺
め
た
い
が
、
日
月
の
光
が
眩
し
す

ぎ
て
見
え
な
い
た
め
、
手
を
伸
ば
し
て
翳
し
た
（『
正
法
念
処
経
』）。

（
二
）
忉
利
天
に
住
む
帝
釈
天
と
天
人
の
裕
福
な
暮
ら
し
に
嫉
妬
、
自

分
は
日
月
を
摘
み
と
る
力
の
持
ち
主
で
あ
り
、
天
人
よ
り
い
い
暮
ら

し
を
得
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
、
最
終
的
に
天
人
と
の
戦
争
を
起
こ

し
た
（『
長
阿
含
経
』、『
起
世
経
』
な
ど
）。

（
三
）
帝
釈
天
が
采
女
と
戯
れ
て
い
る
こ
と
に
怒
っ
た
妃
が
父
親
の
阿

修
羅
王
に
告
げ
、
憤
慨
し
た
阿
修
羅
王
が
兵
を
率
い
て
帝
釈
天
と

戦
っ
た
。
大
海
に
立
つ
巨
大
な
阿
修
羅
が
九
百
九
十
九
手
で
同
時
に

天
宮
の
喜
見
城
、
須
弥
山
を
揺
り
動
か
し
、
須
弥
山
四
方
の
海
に
荒

い
波
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
（『
仏
説
観
仏
三
昧
海
経
』）。

（
四
）
四
阿
修
羅
王
の
一
人
で
あ
る
羅
睺
が
日
月
を
呑
み
、
日
蝕
と
月

蝕
を
引
き
起
こ
し
た
（『
正
法
念
処
経
』）。

　

こ
の
天
井
壁
画
は
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
画
像
の
大
き
さ
か
ら
そ
の

中
心
が
西
側
の
須
弥
山
と
阿
修
羅
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

天
井
の
中
心
に
戦
争
や
日
月
の
覆
障
を
テ
ー
マ
に
し
た
理
由
が
わ
か
ら

ず
、
下
側
の
左
右
に
あ
る
建
物
で
座
禅
す
る
人
物
と
の
関
わ
り
も
不
明

で
あ
る
。

　

須
弥
山
前
、
日
月
を
掴
む
阿
修
羅
像
の
発
生
は
、
上
述
し
た
諸
伝
説

を
起
源
と
す
る
と
思
う
。
し
か
し
、
南
北
朝
初
期
か
ら
、
こ
の
壁
画
の

主
題
は
、
す
で
に
元
の
伝
説
か
ら
逸
脱
し
て
、
仏
教
の
世
界
観
を
具
現

化
す
る
象
徴
へ
と
変
容
し
た
。

　

一
目
瞭
然
だ
が
、
須
弥
山
前
の
海
に
立
つ
、
四
臂
の
阿
修
羅
が
日
月

を
掲
げ
る
と
い
う
構
図
は
、『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
紀
』「
日
月
誰
転
、

…
…
阿
修
羅
主
、
四
手
八
脚
、
在
須
弥
山
、
左
手
把
日
、
右
手
把
月
。

…
…
海
水
深
三
十
六
丈
、
阿
修
羅
王
入
裏
、
不
没
脚
踝
」
と
い
う
描
写

と
合
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
阿
修
羅
は
多
臂
の
形
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、

文
献
に
お
い
て
四
臂
の
阿
修
羅
は
『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
紀
』
に
し
か

述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

第
二
四
九
窟
の
壁
画
が
、戦
争
で
は
な
く
、『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
紀
』

が
語
る
仏
教
世
界
観
を
具
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
単
な
る
文
字

の
叙
述
か
ら
の
証
明
に
限
ら
な
い
。

　
『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
紀
』
の
崑
崙
山
を
須
弥
山
と
同
一
視
し
た
記

述
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
東
晋
・『
王
子
年
拾
遺
記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
当
時
仏
教
の
移
入
に
於
い
て
、
新
た
な
解
説
で
異
な
っ
た
文
化

を
融
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
産
物
で
あ
る
。
第
二
四
九
窟
天
井
の
東
、
南
、

北
側
は
そ
れ
ぞ
れ
摩
尼
宝
珠
、
天
神
、
中
国
上
古
の
神
仙
、
多
種
多
様

な
神
獣
な
ど
が
混
在
し
て
い
る
。
崑
崙
山
が
須
弥
山
で
あ
る
と
認
識
さ

れ
れ
ば
、
仏
教
の
天
人
、
阿
修
羅
と
神
仙
、
神
獣
が
共
に
一
つ
の
天
井

壁
画
に
現
れ
て
も
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
矛
盾
す
る
も

の
で
は
な
い
。
西
魏
・
第
二
四
九
窟
の
天
井
が
呈
し
た
仏
教
と
中
国
上

古
神
話
の
要
素
が
融
合
さ
れ
た
壁
画
は
、
ま
さ
に
『
天
地
開
闢
已
來
帝

王
紀
』
が
描
い
た
世
界
観
と
共
通
し
て
い
る
。
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次
は
、
阿
修
羅
が
須
弥
山
前
の
大
海
に
立
ち
、
日
月
を
掲
げ
る
と
い

う
構
図
に
焦
点
を
当
て
る
。
こ
の
須
弥
山
と
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
た
阿

修
羅
像
は
、
晩
唐
、
北
宋
ま
で
に
様
々
な
仏
画
、
彫
像
の
制
作
に
応
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
類
型
化
し
た
様
式
が
、
ど
の
よ
う
に
宋
代
ま
で
継

続
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
四
臂
阿
修
羅
の
説
明
を
し

た
い
。

（
一
）「
盧
舍
那
法
界
図
」

　
「
盧
舍
那
法
界
図
」
は
、「
盧
舍
那
法
界
人
中
像
」
と
も
称
し
、
盧
舍

那
仏
の
仏
衣
や
仏
身
に
仏
、
菩
薩
、
三
界
六
道
及
び
須
弥
山
な
ど
を
描

き
、
南
北
朝
か
ら
北
宋
ま
で
の
間
に
数
多
く
制
作
さ
れ
て
い
る
。
松
本

栄
一
氏
は
、
こ
う
し
た
仏
画
が
制
作
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、『
華
厳
経
』

「
仏
身
充
満
諸
法
界
、
普
観
一
切
衆
生
前
」、「
盧
舍
那
仏
遍
十
方
、
出

一
切
化
莊
厳
身
」
な
ど
、
盧
舍
那
仏
の
法
身
が
三
千
世
界
に
充
満
す
る

と
い
う
概
念
に
基
づ
い
て
い
る
と
論
説
し
た
。
そ
れ
以
来
、
学
界
で
は

そ
の
概
念
を
引
き
継
ぎ
、
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
を
展
開
し
て
き
た
。

東
晋
『
華
厳
経
』
巻
三
「
盧
舍
那
法
品
」
二
之
二

　
　

仏
身
充
満
諸
法
界
、
普
現
一
切
衆
生
前
、
応
受
化
器
悉
充
満
、
仏

故
処
此
菩
提
樹
、
一
切
仏
刹
微
塵
等
、
爾
所
仏
坐
一
毛
孔
、
皆
有

無
量
菩
薩
衆
、
各
為
具
説
普
賢
行
、
無
量
刹
海
処
一
毛
、
悉
坐
菩

提
蓮
華
座
、
遍
満
一
切
諸
法
界
、
一
切
毛
孔
自
在（

7
）現

東
晋
『
華
厳
経
』
巻
四
「
盧
舍
那
法
品
」
二
之
三

　
　

盧
舍
那
仏
遍
十
方
、
出
一
切
化
莊
厳
身
、
彼
亦
不
來
亦
不
去
、
仏

願
力
故
皆
悉
見
、
一
切
仏
刹
微
塵
中
、
無
量
仏
子
修
諸
行
、
悉
受

清
淨
国
土
記
、
見
厳
淨
刹
称
本
行
仏
子
当
知
。
此
蓮
華
蔵
世
界
海

中
。
一
一
境
界
。
有
世
界
海
微
塵
数
清
淨
莊
厳
。
諸
仏
子
。
此
香

水
海
上
。
有
不
可
説
仏
刹
微
塵
数
世
界
性
住
。
或
有
世
界
性
蓮
華

上
住
。
或
在
無
量
色
蓮
華
上
住
。
或
依
真
珠
宝
住
。
或
依
諸
宝
網

住
。
或
依
種
種
衆
生
身
住
。
或
依
仏
摩
尼
宝
王
住
。
或
須
弥
山
形
。

或
河
形
。
或
転
形
。
或
旋
流
形
。
或
輪
形
。
或
樹
形
。
或
楼
観
形
。

或
雲
形
。
或
網（

8
）形。

　

吉
村
怜
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
諸
相
を
仏
衣
に
描

く
形
態
の
盧
舍
那
仏
像
は
、
東
晋
か
ら
造
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、「
盧
舍
那
法
界
人
中
像
」
の
名
称
が
初
め
て
確
認
さ
れ
た
の
は
、

北
斉
天
保
十
年
（
五
五
九
）
の
、
比
丘
道
胐
『
道
胐
造
像
記
』
で
あ（

9
）る。

　

現
存
し
て
い
る
諸
々
の
彫
刻
や
壁
画
に
お
い
て
、
盧
舍
那
仏
の
仏
衣

に
、
須
弥
山
と
共
に
日
月
を
掲
げ
る
阿
修
羅
像
を
描
く
作
品
は
少
な
く

な
い
。
例
え
ば
、
北
周
・
第
四
二
八
窟
壁
画
（
二
臂
）、
フ
リ
ー
ア
美

術
館
所
蔵
隋
代
石
仏
の
線
刻
図
（
四
臂
・
二
体
）、
隋
・
第
四
二
七
窟

壁
画
（
二
臂
）、
中
唐
・
ア
ア
イ
石
窟
壁
画
（
四
臂
）、
大
英
博
物
館
所

蔵
中
唐
の
絹
画
（
四
臂
）、
中
唐
・
第
一
五
四
窟
壁
画
（
四
臂
）、
北
宋
・

ク
ム
ト
ラ
第
九
窟
壁
画
（
四
臂
）、
北
宋
・
第
一
五
二
窟
壁
画
な
ど
に

上
述
し
た
構
図
が
み
ら
れ（

10
）る。

　
「
盧
舍
那
法
界
図
」
に
現
れ
る
阿
修
羅
像
は
、
主
に
四
臂
の
形
で
造
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形
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
西
魏
・
第
二
四
九
窟
の
画
風
と
深
く
関

わ
っ
た
北
周
・
第
四
二
八
窟
の
「
盧
舍
那
法
界
図
」
を
取
り
上
げ
て
説

明
す
る
。（
図（

11
）2）

　

法
界
図
上
部
の
中
心
に
、
阿
修
羅
が
須
弥
山
を
囲
む
海
に
聳
え
、
両

手
で
日
月
を
高
く
掲
げ
て
い
る
図
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
構
図
は
、

西
魏
・
第
二
四
九
窟
の
阿
修
羅
像
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ

（
12
）る。
殷
光
明
氏
の
ま
と
め
に
よ
れ
ば
、
時
代
の
推
移
と
地
域
に
よ
っ
て

構
図
の
中
心
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
北
周
、
隋
以
前
の
作
品
は
、
そ
の

中
心
が
須
弥
山
前
の
阿
修
羅
で
あ
り
、
初
唐
、
盛
唐
は
須
弥
山
で
あ
り
、

中
・
晩
唐
は
日
月
の
図
像
で
あ（

13
）る。

西
魏
、
北
斉
、
北
周
、
隋
の
作
品

で
は
、
阿
修
羅
が
須
弥
山
の
前
、
ま
た
は
横
に
配
置
さ
れ
、
構
図
の
中

心
に
位
置
し
て
い
る
。
唐
代
以
後
、
阿
修
羅
像
が
縮
小
す
る
傾
向
が
あ

り
、
須
弥
山
か
ら
離
れ
た
場
所
に
配
置
さ
れ
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
特
記
す
る
必

要
が
あ
る
の
は
、「
盧
舍

那
法
界
図
」
の
論
考
で
は
、

盧
舍
那
仏
の
仏
衣
や
仏

身
に
世
界
、
衆
生
の
諸
相

を
表
す
と
い
う
主
題
か

ら
敷
衍
し
て
、
阿
修
羅
像

を
六
道
の
一
つ
の
「
阿
修

羅
道
」
の
現
れ
と
し
、
画

風
の
み
第
二
四
九
窟
を

継
承
し
て
い
る
と
見
做

し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
同
じ
世
界
の

諸
相
の
現
れ
と
し
て
も
、

「
盧
舍
那
法
界
図
」
の
阿

修
羅
像
に
は
、『
天
地
開

闢
已
來
帝
王
紀
』
が
述
べ
る
よ
う
に
、
世
界
の
中
心
で
あ
る
須
弥
山
の

前
で
日
月
を
運
行
さ
せ
る
役
と
い
う
も
う
一
つ
の
別
の
象
徴
が
あ
り
、

そ
の
意
味
合
い
の
重
さ
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
象
徴
を

区
別
す
る
一
つ
目
の
手
が
か
り
は
、
須
弥
山
の
周
り
に
飛
躍
す
る
竜
が

い
る
か
否
か
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
手
が
か
り
は
、
阿
修
羅
像
と
須
弥

山
の
距
離
で
あ
る
。
例
え
ば
、
唐
・
盧
舍
那
仏
銅
像
に
は
、
正
面
に
須

弥
山
が
刻
ま
れ
、
背
面
に
は
く
っ
き
り
と
し
た
刻
線
で
分
け
て
、
上
か

（
図
2　

北
周
・
第
四
二
八
窟
「
盧
舍
那
法
界
図
」）

（
局
部
図
・
阿
修
羅
）
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ら
下
へ
天
人
、
人
間
、
阿
修
羅
、
餓
鬼
が
順
次
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
、
阿
修
羅
像
が
須
弥
山
と
離
れ
、
な
お
か
つ
そ
の
身
辺
に
竜

も
い
な
い
例
は
、
六
道
の
一
つ
「
阿
修
羅
道
」
の
象
徴
で
あ
る
と
読
み

取
れ
る
。（
図（

14
）3）

　

須
弥
山
と
竜
が
共
に
現
れ
る
構
図
は
、
西
魏
・
第
二
四
九
窟
の
壁
画

を
は
じ
め
、
様
々
な
仏
画
の
制
作
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
起
源
は
、

阿
修
羅
が
戦
争
を
行
う
前
の
予
兆
と
し
て
二
体
の
竜
王
が
海
か
ら
飛
び

上
が
っ
た
と
い
う
仏
典
に
記
さ
れ
る
伝
説
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
後
世
で
は
そ
の
意
味
合
い
が
転
じ
た
。
李
静
杰
氏
は
、
巨
竜
の
頭

が
須
弥
山
の
宮
殿
を
載
せ
る
と
い
う
構
図
は
天
界
の
象
徴
で
あ
り
、
北

朝
以
来
の
伝
統
的
手
法
で
あ
る
と
指
摘
し（

15
）た。

　

例
え
ば
、
隋
・
第
四
二
七
窟
の
「
盧
舍
那
法
界
図
」
の
構
図
で
あ
る

が
、
段
文
杰
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
盧
舍
那
仏
の
造
形
は
、
北
周
・
第

四
二
八
窟
と
一
致
し
て
い（

16
）る。
須
弥
山
の
前
に
立
つ
阿
修
羅
は
全
体
の

中
心
に
位
置
し
、
両
側
の
菩
薩
よ
り
大
き
く
描
か
れ
、
天
界
を
象
徴
す

る
二
体
の
竜
が
み
ら
れ
る
。（
図（

17
）4）
ア
メ
リ
カ
・
フ
リ
ー
ア
博
物
館

所
蔵
、
隋
代
の
盧
舍
那
仏
石
像
は
、
胸
前
に
須
弥
山
と
二
体
の
竜
、
そ

の
左
右
に
日
月
を
掲
げ
る
四
臂
の
阿
修
羅
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

初
唐
・
第
三
三
二
窟
の
「
盧
舍
那
法
界
図
」
で
は
、
阿
修
羅
が
欠
け
る

が
、
須
弥
山
を
回
す
二
体
の
竜
で
天
界
を
表
す
。

　
「
盧
舍
那
法
界
図
」
に
限
ら
ず
、
須
弥
山
の
天
上
界
は
、
多
く
須
弥

山
に
巻
き
付
く
竜
、
ま
た
は
そ
の
近
く
に
飛
翔
す
る
竜
で
表
さ
れ
る
。

敦
煌
壁
画
の
「
大
日
如
来
」、「
觀
音
菩
薩
」、「
文
殊
菩
薩
」
な
ど
の
主

（
図
3　

唐
・
盧
舍
那
仏
銅
像
正
・
反
）
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尊
が
座
す
る
須
弥
座
は
、
須
弥
山
を
模
し
、
凝
縮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
主
尊
で
あ
る
如
来
、
菩
薩
が
座
す
る
須
弥
座
あ
る
い
は
須
弥
山
に
、

山
腹
に
巻
き
付
く
二
竜
王
の
絵
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
日
本
で
は
、

法
隆
寺
所
蔵
「
星
曼
荼
羅
」（
平
安
末
期
）、
石
山
寺
所
蔵
「
如
来
金
剛

印
」
の
須
弥
座
に
、
ま
た
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
所
蔵
「
日
本
須
弥
諸
天

図
」
の
須
弥
山
に
、
同
じ
構
図
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
仏
画
で
は
な

い
が
、
雲
岡
石
窟
第
十
窟
の
北
壁
門
口
に
須
弥
山
に
巻
き
付
く
二
体
の

竜
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
竜
で
須
弥
山
の
天
上
界
を
表
す

と
い
う
手
法
は
、
仏
教
の
世
界
観
で
は
常
套
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　

竜
と
須
弥
山
が
連
繋
す
る
手
法
は
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
の
「
乳
海
攪
拌
」
と
関
わ
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
中
央
ア
ジ
ア
の

コ
ー
タ
ン
で
発
見
さ
れ
た
「
盧
舍
那
法
界

図
」
に
は
、
そ
の
「
仏
の
腹
部
に
は
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
の
乳
海
攪
拌
の
物
語
を
思
わ

せ
る
図
が
あ
る
。
そ
の
物
語
と
は
、
マ
ン

ダ
ラ
山
を
攪
拌
棒
と
し
、
ヴ
ァ
ー
ス
キ
竜

（
蛇
）
を
棒
に
ま
き
つ
け
て
縄
と
し
、
神
々

が
そ
れ
を
引
い
て
乳
海
を
攪
拌
し
」
た
と

い
う
も
の
で
あ（

18
）る。

　
「
盧
舍
那
法
界
図
」
の
主
旨
は
、
世
界

を
胎
内
と
し
て
毘
盧
遮
那
仏
を
表
現
す

る
こ
と
に
あ
り
、
当
然
の
よ
う
に
須
弥
山

を
仏
身
や
仏
衣
の
中
心
部
に
置
き
、
そ
し
て
中
心
部
の
周
り
や
山
腹
に

二
体
の
竜
を
描
き
天
上
界
を
表
す
。

　

さ
ら
に
阿
修
羅
像
を
竜
王
、
須
弥
山
の
近
く
に
配
置
し
た
こ
と
は
、

六
道
の
一
つ
、
阿
修
羅
道
で
は
な
く
、『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
紀
』
が

述
べ
た
通
り
に
天
界
の
象
徴
と
し
て
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。も
し
、唐
・

盧
舍
那
仏
銅
像
の
よ
う
に
、
六
道
の
衆
生
を
く
っ
き
り
と
分
け
る
よ
う

に
刻
ん
だ
う
え
、
阿
修
羅
像
が
須
弥
山
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
と
す
れ

ば
、
阿
修
羅
道
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
図
4　

隋
・
第
四
二
七
窟
「
盧
舍
那
法
界
図
」）
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四
個
の
島
が
浮
か
ぶ
。

　

第
二
六
二
窟
（
図
5
）
以
外
の
作
品
は
、
基
本
的
に
小
さ
な
円
形
で

須
弥
山
の
世
界
を
表
し
て
い
る
。
円
形
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
須
弥
図

が
小
さ
す
ぎ
る
た
め
、
図
示
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、
第
二
二
〇
窟
に
つ

い
て
取
り
上
げ
た
次
の
説
明
を
借
り
る
こ
と
で
、
絵
の
内
容
を
紹
介
し

た
い
。（
図（

20
）6）

　
　

維
摩
像
の
背
後
に
も
山
岳
が
連
な
り
、
宝
帳
後
方
上
部
の
山
に

よ
っ
て
足
先
が
隠
さ
れ
て
い
る
人
物
の
手
か
ら
湧
き
あ
が
っ
た
雲

が
、
円
形
に
広
が
る
。
そ
の
内
周
に
沿
っ
て
山
岳
が
、
ま
た
中
央

（図5　隋・第二六二窟「維摩詰経変」）

（
図
6　

初
唐
・
第
二
二
〇
窟
「
維
摩
詰
経
変
」）

（
二
）「
維
摩
詰
経
変
」

　

敦
煌
の
石
窟
で
は
、「
維

摩
詰
経
変
」
を
主
題
と
し
て

描
い
た
作
品
が
多
く
残
っ

て
い
る
。
隋
・
第
二
六
二
窟

「
維
摩
詰
経
変
」（
図（

19
）5）
で

は
、
作
品
の
中
心
、
維
摩
詰

居
士
と
文
殊
菩
薩
の
間
に
、

巨
大
な
阿
修
羅
が
海
に
立

つ
図
像
が
位
置
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
初
唐
・
第
二
二
〇

窟
、
初
唐
・
第
三
三
五
窟
、

晩
唐
・
第
九
窟
、
第
六
一
窟
、

五
代
・
第
九
八
窟
な
ど
で

は
、「
維
摩
詰
経
変
」
の
壁

画
の
上
方
で
、
一
回
り
小
さ

い
維
摩
詰
居
士
が
手
の
ひ

ら
か
ら
煙
を
出
し
、
そ
の
円

形
の
吹
き
出
し
の
中
で
、
四

臂
、
ま
た
は
六
臂
の
阿
修
羅

が
海
に
立
ち
日
月
を
掲
げ
、

須
弥
山
の
周
り
の
海
に
三
、
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に
大
海
に
そ
そ
り
立
つ
須
弥
山
と
、
三
つ
の
島
が
描
か
れ
た
。
須

弥
山
上
に
は
一
仏
二
弟
子
二
菩
薩
が
坐
し
、
上
部
に
は
樹
木
が
生

い
茂
る
。
須
弥
山
の
前
に
は
阿
修
羅
が
立
ち
、
島
の
上
に
は
家
屋

が
認
め
ら
れ（

21
）る。

　

こ
れ
は
、『
維
摩
詰
所
説
経
』「
見
阿
閦
仏
品
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
、

維
摩
詰
居
士
が
神
通
力
を
用
い
、
右
手
で
妙
喜
世
界
を
取
り
こ
の
土
地

に
出
現
さ
せ
た
と
い
う
「
手
接
大
千
」
の
く
だ
り
で
あ
る
。

『
維
摩
詰
所
説
経
』
巻
下
「
見
阿
閦
仏
品
」

　
　

是
時
大
衆
渴
仰
、
欲
見
妙
喜
世
界
無
動
如
來
、
及
其
菩
薩
、
声
聞

之
衆
。
仏
知
一
切
衆
会
所
念
、
告
維
摩
詰
言

：「
善
男
子
！
為
此

衆
会
、
現
妙
喜
国
無
動
如
來
、
及
諸
菩
薩
、
声
聞
之
衆
、
衆
皆
欲

見
。」
於
是
維
摩
詰
心
念

：「
吾
当
不
起
于
座
、
接
妙
喜
国
、
鉄
圍

山
川
溪
谷
江
河
、
大
海
泉
源
、
須
弥
諸
山
、
及
日
月
星
宿
、
天
竜

鬼
神
梵
天
等
宮
、
并
諸
菩
薩
、
声
聞
之
衆
、
城
邑
聚
落
、
男
女
大

小
、
乃
至
無
動
如
來
、
及
菩
提
樹
、
諸
妙
蓮
華
、
能
於
十
方
作
仏

事
者
；
三
道
宝
階
從
閻
浮
提
、
至
忉
利
天
、
以
此
宝
階
、
諸
天
來

下
、
悉
為
礼
敬
無
動
如
來
、
聴
受
経
法
。
…
…
以
右
手
断
取
、
如

陶
家
輪
、
入
此
世
界
、
猶
持
華
鬘
、
示
一
切
衆
。」
作
是
念
已
、

入
於
三
昧
、
現
神
通
力
、
以
其
右
手
断
取
妙
喜
世
界
、
置
於
此（

22
）土。

　
「
手
接
大
千
」
の
故
事
は
、「
維
摩
詰
経
変
」
の
制
作
に
お
い
て
は
よ

く
描
か
れ
て
い
る
主
題
の
一
つ
で
あ
る
。
敦
煌
壁
画
で
阿
修
羅
が
妙
喜

国
の
須
弥
山
に
初
め
て
登
場
し
た
の
は
、
隋
・
第
二
六
二
窟
で
あ
る
。

そ
れ
以
後
、「
手
接
大
千
」
は
主
に
初
唐
・
第
二
二
〇
窟
の
形
式
で
、

小
さ
な
維
摩
詰
居
士
は
壁
画
の
左
端
か
右
端
に
立
ち
、
手
の
ひ
ら
か
ら

の
円
形
の
吹
き
出
し
で
表
現
し
て
い
る
。

　
「
維
摩
詰
経
変
」
に
描
か
れ
て
い
る
阿
修
羅
像
は
、
須
弥
山
世
界
の

一
部
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

一
種
の
須
弥
世
界
図
で
あ
る
。
た
だ
し
、
阿
修
羅
と
須
弥
山
の
連
繋
は
、

従
来
の
論
考
で
は
、
た
だ
西
魏
・
第
二
四
九
窟
の
表
現
形
式
の
み
継
承

し
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
内
包
さ
れ
る
意
味
に
触
れ
て
い
な
い
。

　

も
う
一
つ
の
作
品
も
、「
手
接
大
千
」
の
阿
修
羅
像
が
須
弥
山
図
の

一
部
で
あ
る
こ
と
を
指
向
す
る
。
晩
唐
・
第
九
窟
「
維
摩
詰
経
変
」
の

阿
修
羅
像
は
、
瓔
珞
な
ど
で
荘
厳
さ
れ
、
六
臂
が
そ
れ
ぞ
れ
日
月
、
矩

（
世
界
の
秩
序
を
表
す
）、
香
炉
、
法
器
な
ど
を
も
ち
、
そ
の
造
形
か
ら

六
道
の
一
つ
と
は
考
え
に
く
い
。（
図（

23
）7）

　

隋
・
第
二
六
二
窟
か
ら
、
晩
唐
、
五
代
ま
で
に
描
か
れ
て
い
る
「
手

接
大
千
」
の
趣
旨
は
、
何
れ
も
須
弥
山
を
中
心
と
し
た
浄
土
世
界
の
具

現
に
あ
る
。
故
に
、
須
弥
山
の
前
に
立
つ
阿
修
羅
像
が
、『
天
地
開
闢

已
來
帝
王
紀
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
月
を
回
す
役
割
を
担

う
象
徴
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
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（
三
）「
千
鉢
文
殊
図
」

　

中
唐
・
第
三
六
一
窟
（
図（

24
）8）、

晩
唐
・
第
一
四
窟
「
千
鉢
文
殊
図
」、

五
代
・
第
九
九
窟
に
は
、
日
月
を
掲
げ
、
須
弥
山
両
側
の
海
に
立
つ
二

体
の
小
さ
な
四
臂
、
ま
た
は
六
臂
の
阿
修
羅
像
が
み
ら
れ
る
。
巨
大
な

千
鉢
文
殊
が
画
面
の
中
心
に
配
置
さ
れ
、
須
弥
座
下
方
の
山
腹
に
二
竜

王
が
巻
き
付
く
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
竜
で
須
弥
山
の
天
上
界
を
表
す

常
套
表
現
で
あ
る
。

　

主
尊
文
殊
菩
薩
の
周
り
に
、
十
二
菩
薩
、
日
月
二
天
、
四
明
王
像
な

（
図
7　

晩
唐
・
第
九
窟
「
維
摩
詰
経
変
」）

（
図
8　

中
唐
・
第
三
六
一
窟
「
千
鉢
文
殊
図
」）
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ど
の
諸
尊
が
配
さ
れ
て
い
る
。「
千
鉢
文
殊
図
」
の
阿
修
羅
像
は
、
前

代
と
違
い
、
か
な
り
縮
小
し
た
が
、
そ
の
全
体
の
画
風
か
ら
、
や
は
り

「
維
摩
詰
経
変
」
と
同
様
、
六
道
で
は
な
く
、
須
弥
山
世
界
の
象
徴
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。

（
四
）「
十
一
面
観
音
菩
薩
光
背
の
須
弥
山
図
」

　

東
大
寺
二
月
堂
旧
本
尊
で
あ
る
十
一
面
観
音
菩
薩
の
舟
形
光
背
の
表

裏
面
に
、線
刻
画
が
刻
ま
れ
て
い
る
。そ
の
裏
面
の
上
部
と
中
部
は
仏
・

菩
薩
の
群
像
、
下
部
は
須
弥
山
四
洲
図
で
あ
る
。（
図（

25
）9）

火
災
で
下

部
の
須
弥
山
図
に
欠
損
が
あ
る
も
の
の
、
須
弥
山
を
囲
む
七
金
山
、
海

に
浮
か
ぶ
半
円
形
の
東
勝
身
洲
、
最
外
側
の
鉄
圍
山
、
そ
し
て
、
須
弥

山
の
下
方
か
ら
日
月
を
高
く
掲
げ
る
二
臂
な
ど
の
刻
線
図
が
確
認
で
き

る
。

　

夙
に
松
本
榮
一
は
、
二
月
堂
の
「
伝
旧
本
尊
（
十
一
面
観
音
菩
薩
）

光
背
須
弥
四
洲
三
界
図
」
に
お
い
て
、
日
月
を
掲
げ
る
人
物
が
阿
修
羅

で
あ
り
、
そ
の
構
図
の
形
式
は
、
敦
煌
壁
画
と
共
通
し
て
い
る
と
指
摘

し
た
。
そ
れ
以
後
、
二
月
堂
阿
光
背
に
阿
修
羅
と
須
弥
山
が
一
体
化
し

た
図
像
が
多
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
　

阿
修
羅
王
が
須
弥
山
側
大
海
中
に
住
す
る
事
は
種
々
な
る
経
典

（『
長
阿
含
』
世
記
経
、『
大
楼
炭
経
』
阿
須
倫
品
、『
起
世
経
』
及
び

『
起
世
因
本
経
』
阿
修
羅
品
、『
正
法
念
処
経
』
畜
生
品
等
、
註
一

）
に
説
か
れ
て
居
り
、
古
来

一
般
の
常
識
と
な
つ
て
居
た
も
の
ゝ
如
く
で
あ
る
が
、
須
弥
山
図

中
に
そ
の
阿
修
羅
王
の
姿
を
添
加
せ
る
実
例
は
従
来
極
め
て
罕
で

あ
り
、
か
の
玉
虫
厨
子
須
弥
座
に
描
か
れ
た
る
須
弥
山
図
、
及
び

東
大
寺
大
仏
蓮
瓣
に
於
け
る
須
弥
山
図
（Fig.82

）
等
に
は
之
を

見
ず
、
讒
に
東
大
寺
二
月
堂
光
背
（Fig.83

）
の
そ
れ
を
挙
げ
得

る
程
度
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
そ
れ
と
て
も
、
須
弥
の
下
方
よ
り
挺

出
せ
る
両
臂
に
日
月
両
象
を
把
ら
せ
た
る
形
の
も
の
が
認
め
ら

る
ゝ
に
過
ぎ
ず
、
実
例
と
し
て
は
極
め
て
不
満
足
な
る
も
の
で
あ

つ
た
が
、
敦
煌
画
中
に
は
そ
の
実
例
頗
る
多
く
、
然
か
も
年
代
の

甚
だ
古
き
遺
品
が
含
ま
れ
て
居
る
点
は
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
と

思
は
れ（

26
）る。

　

こ
の
須
弥
四
洲
図
は
、
典
型
的
な
須
弥
山
図
に
阿
修
羅
像
を
加
え
た

（
図
9　

東
大
寺
二
月
堂
十
一
面
観
音
菩
薩
光
背
裏
面
）
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例
で
あ
り
、
東
大
寺
大
仏
蓮

弁
・
玉
虫
厨
子
須
弥
座
の
須

弥
山
図
と
並
ぶ
、
日
本
に
現

存
す
る
早
期
の
須
弥
山
図
で

あ
（
27
）る。

平
田
陽
子
が
、「
贍

部
洲
下
方
に
は
、
中
央
に
釈

迦
三
尊
が
描
か
れ
て
い
る
。

鉄
囲
山
と
七
金
山
の
間
の
香

水
海
に
は
、
半
月
形
を
し
た

東
方
勝
身
洲
と
円
形
の
西
方

牛
貨
洲
が
み
ら
れ
る
。
大
仏

蓮
弁
毛
彫
図
に
も
須
弥
山
四

洲
が
み
ら
れ
、
南
方
贍
部
洲

に
釈
迦
三
尊
が
描
か
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
よ
く
似
て
い

る
」
と
、
東
大
寺
大
仏
蓮
弁

と
の
形
式
上
の
類
似
を
指
摘

し
て
い（

28
）る。

　

弥
山
下
方
の
中
央
に
阿
修

羅
が
置
か
れ
、
四
方
に
海
に

浮
か
ぶ
四
洲
、
手
に
日
月
を

掲
げ
る
様
子
は
、ま
さ
に『
天

地
開
闢
已
來
帝
王
記
』
の
叙

述
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
は
先
述
し
た
「
維
摩
詰
経
変
」、「
千

鉢
文
殊
図
」
と
同
様
、
須
弥
山
世
界
の
具
現
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
二
月
堂
の
十
一
面
観
音
菩
薩
光
背
の
阿
修
羅
像
は
須
弥

山
図
の
一
部
で
あ
り
、
世
界
の
運
行
を
機
能
す
る
一
環
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
須
弥
山
図
の
存
在
は
、
阿
修
羅
が
世
界
の
中

心
を
表
す
象
徴
で
あ
る
と
い
う
観
念
が
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
貴
重
な
例

証
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
雲
岡
石
窟
第
十
窟
前
室
北
壁
門
口
の
須
弥
山
図

　

北
魏
・
雲
岡
石
窟
の
第
十
窟
門
口
の
上
方
に
、
須
弥
山
を
中
心
に
、

天
上
の
世
界
を
表
現
す
る
彫
刻
作
品
が
あ
る
。
須
弥
山
の
左
右
に
、
日

月
を
掲
げ
る
五
首
六
臂
の
梵
天
、
三
首
四
臂
の
阿
修
羅
が
坐
す
る
。
一

説
で
は
両
方
と
も
阿
修
羅
で
あ
る
。
須
弥
山
の
周
り
に
菩
薩
、
天
神
、

化
生
童
子
が
数
多
く
彫
り
刻
ま
れ
、
山
腹
は
装
飾
性
を
帯
び
る
樹
木
や

動
物
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
須
弥
山
に
巻
き
付
く
竜
の
彫
刻

が
み
ら
れ
る
。
人
間
や
餓
鬼
が
全
く
見
え
ず
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
日
月

を
掴
む
阿
修
羅
像
は
や
は
り
世
界
を
運
行
さ
せ
る
象
徴
と
し
て
彫
ら
れ

て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。（
図（

29
）10）

　

以
上
で
辿
っ
て
き
た
「
維
摩
詰
経
変
」、「
千
鉢
文
殊
図
」、「
十
一
面

観
音
菩
薩
光
背
の
須
弥
山
図
」（
東
大
寺
二
月
堂
）、
雲
岡
石
窟
第
十
窟

な
ど
の
壁
画
や
彫
像
に
お
い
て
、
日
月
を
掲
げ
る
阿
修
羅
像
は
、
一
貫

し
て
須
弥
山
世
界
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
部
の
「
盧
舍
那
法
界
図
」
に
み
ら
れ
る
阿
修
羅
像
も
、
同
じ

（図10　北魏・雲岡石窟第十窟北壁門口）
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理
由
で
須
弥
山
の
前
ま
た
は
周
り
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

先
に
取
り
上
げ
た
北
周
・
第
四
二
八
窟
「
盧
舍
那
法
界
図
」（
図
2
）

は
、
現
存
し
て
い
る
早
期
の
法
界
図
作
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

付
言
す
る
が
、「
維
摩
詰
経
変
」、「
千
鉢
文
殊
図
」、「
十
一
面
観
音
菩

薩
光
背
の
須
弥
山
図
」
の
須
弥
山
図
を
、
第
四
二
八
窟
「
盧
舍
那
法
界

図
」
と
照
合
す
れ
ば
、
後
者
も
お
そ
ら
く
同
じ
「
須
弥
四
洲
」
の
概
念

を
表
し
て
い
よ
う
。
盧
舍
那
仏
の
仏
身
の
中
央
に
位
置
す
る
須
弥
山
の

下
が
四
つ
の
地
域
に
分
け
ら
れ
、
人
間
や
動
物
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

李
静
杰
氏
を
除
い（

30
）て、
ほ
と
ん
ど
の
論
考
で
は
、
四
つ
の
域
に
分
け
た

理
由
に
触
れ
る
こ
と
が
な
く
、
阿
修
羅
、
畜
生
及
び
餓
鬼
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
六
道
の
諸
相
を
呈
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
改
め
て
「
維
摩
詰
経
変
」、「
十
一
面
観
音
菩
薩
光
背
の
須
弥
山
図
」

な
ど
の
須
弥
山
図
と
対
照
す
れ
ば
、
第
四
二
八
窟
「
盧
舍
那
法
界
図
」

の
阿
修
羅
像
の
下
に
あ
る
四
つ
の
地
域
は
、
お
そ
ら
く
「
四
洲
」
の
現

れ
で
あ
る
。
人
間
と
動
物
が
そ
こ
に
暮
ら
し
、
そ
し
て
、
四
洲
ま
た
海

の
下
方
は
餓
鬼
が
い
る
場
所
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
南
北
朝
か
ら
隋
唐
ま
で
の
、
日
月
を
掲
げ
る
阿
修
羅
像
を
概

観
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
構
図
は
、
須
弥
山
を
中
心
と
し
た
仏
教
の
世

界
観
を
示
す
概
念
の
現
れ
で
あ
り
、
阿
修
羅
像
が
そ
の
世
界
観
を
具
現

す
る
一
環
で
あ
る
。
こ
う
し
た
世
界
観
は
、『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
紀
』

に
叙
述
さ
れ
る
、
阿
修
羅
が
日
月
を
回
し
、
須
弥
山
下
方
の
四
洲
に
光

を
照
ら
す
描
写
と
一
致
し
て
い
る
。
仏
典
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

晋
代
か
ら
宋
代
ま
で
、
民
間
の
類
書
や
、
仏
画
、
彫
刻
に
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

三
、
四
臂
の
阿
修
羅

　
『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
紀
』
は
、
阿
修
羅
の
姿
が
「
四
手
八
脚
」
で

あ
る
と
語
る
。
先
述
し
た
壁
画
や
彫
像
の
阿
修
羅
像
は
、
主
に
四
臂
、

六
臂
、
一
部
は
二
臂
の
姿
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
仏
典
に
記
さ
れ

る
阿
修
羅
の
姿
は
、「
九
頭
」、「
千
眼
」、「
九
百
九
十
九
手
」、「
八
脚
」

（『
仏
説
観
仏
三
昧
海
経
』）、ま
た
は「
三
頭
六
手
」（『
観
音
義
疏
』、）、「
千

頭
二
千
手
」、「
万
頭
二
万
手
」（『
観
音
義
疏
』）「
三
面
三
面
青
黒
色
」、「
六

臂
二
足
体
」（『
補
陀
落
海
会
軌
』）
な
ど
、
多
種
多
様
だ
が
、
四
臂
の

記
載
が
見
当
た
ら
な
い
。
日
本
の
阿
修
羅
像
は
、
興
福
寺
の
阿
修
羅
像

を
代
表
と
す
る
三
面
六
臂
が
主
流
で
あ
り
、
稀
に
三
面
四
臂
、
三
面
二

臂
の
彫
像
も
み
ら
れ
る
。
四
臂
の
阿
修
羅
の
造
形
が
仏
典
に
求
め
ら
れ

な
い
た
め
、
そ
れ
は
た
だ
現
実
離
れ
し
た
神
話
上
の
人
物
を
表
現
し
よ

う
と
す
る
手
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い（

31
）る。
仏
典
に
お

い
て
、
六
臂
像
は
『
補
陀
落
海
会
軌
』、『
観
音
義
疏
』
に
辿
ら
れ
る
が
、

四
臂
像
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
紀
』
は
、
唯
一
四
臂
の
阿
修
羅
を
語
る
文
献

で
あ
る
。「
八
脚
」
は
、
第
二
四
九
窟
の
阿
修
羅
像
の
二
脚
と
足
の
数

が
異
な
る
が
、
多
面
多
臂
の
神
像
、
菩
薩
像
は
、
図
像
で
は
大
抵
二
脚

で
表
現
す
る
の
が
主
流
で
あ
る
。
第
二
四
九
窟
の
「
四
臂
像
」
は
、
魏

晋
南
北
朝
の
初
期
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
る
阿
修
羅
像
の
姿
を
継
承
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
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四
、
お
わ
り
に

　

西
魏
・
第
二
四
九
窟
天
井
西
側
の
壁
画
（
図
一
）
に
お
い
て
、
仏
教

と
神
仙
思
想
の
要
素
が
入
り
混
じ
っ
た
特
異
な
画
風
に
、
多
岐
に
わ
た

る
見
解
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
天
井
西
側
の
壁
画
に
は
、
隋
・「
維
摩

詰
経
変
」
と
同
様
、
日
月
を
掲
げ
る
阿
修
羅
像
、
及
び
壁
画
の
下
方
の

二
人
の
修
行
者
が
、「
維
摩
詰
経
変
」
の
文
殊
菩
薩
、
維
摩
詰
居
士
の

位
置
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
描
く
主
題
を
「
維
摩
詰
経

変
」
と
し（

32
）た。
し
か
し
、
第
二
四
九
窟
の
修
行
者
を
描
く
筆
触
が
簡
略

し
す
ぎ
で
、
ど
の
人
物
か
を
認
定
し
に
く
い
た
め
、「
維
摩
詰
経
変
」

で
は
な
い
と
反
論
し
、
第
二
四
九
窟
の
天
井
壁
画
の
主
題
を
、
漢
墓
壁

画
の
「
昇
仙（

33
）図」、「

西
方
浄（

34
）土」、『

大
方
等
陀
羅
尼
経
』
の
信（

35
）仰な

ど

と
す
る
意
見
も
み
ら
れ
る
。

　

本
書
で
は
第
二
四
九
窟
の
修
行
者
の
正
体
に
つ
い
て
は
意
見
を
保
留

し
、
阿
修
羅
像
の
位
置
づ
け
の
み
結
論
づ
け
る
。
こ
の
最
も
早
い
時
期

に
描
か
れ
る
阿
修
羅
像
は
、
仏
典
で
語
る
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
く
な

り
、
す
で
に
須
弥
山
の
中
心
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
に
転
換
し
た
の
で

あ
る
。
西
魏
か
ら
五
代
・
宋
ま
で
、
阿
修
羅
が
日
月
二
象
を
掴
む
構
図

は
、
諸
々
の
壁
画
や
彫
刻
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
時
代
の
推
移
で
、

大
き
さ
が
縮
小
す
る
傾
向
に
あ
り
、
日
月
の
位
置
、
一
体
や
二
体
な
ど

の
変
化
が
見
ら
れ
る
が
、「
維
摩
詰
経
変
」、「
千
鉢
文
殊
図
」、
雲
崗
石

窟
第
十
窟
、
及
び
一
部
の
「
盧
舍
那
法
界
図
」
な
ど
の
作
品
は
、
何
れ

も
世
界
の
中
心
を
表
す
趣
旨
で
一
貫
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
日
月
を
掲
げ
る
造
形
は
、
五
代
・
宋
ま
で
何
百
年
の
間
流

行
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
、
阿
修
羅
像
は
須
弥
山
の
世
界
か
ら
消
え

て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
『
天
地
開
闢
已
來
帝
王
紀
』
は
、
一
見
矛
盾
し
た
神
話
や
伝
説
を
取

り
入
れ
た
雑
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
実
は
仏
教
が
移
入

し
て
か
ら
融
合
さ
れ
て
い
る
南
北
朝
初
期
の
諸
説
、
思
想
、
文
化
を
反

映
す
る
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
そ
の
記
載
内
容
が
、
阿
修
羅
が
日
月
を

回
す
役
目
を
担
う
と
い
う
概
念
に
於
い
て
、
多
く
の
壁
画
や
彫
刻
と
相

通
じ
る
こ
と
は
以
上
の
考
察
で
明
白
と
な
っ
た
。

図
版
出
典
一
覧

図
1　
『
中
国
美
術
全
集
絵
画
編
一
四
敦
煌
壁
画
上
』
の
図
版
に
よ
る
。

一
九
八
八
年
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
六
九
頁
。

図
2　
『
中
国
石
窟
敦
煌
莫
高
窟
第
一
巻
』
の
図
版
に
よ
る
。
平
凡
社
、

一
九
八
〇
年
、
一
六
二
頁
。

図
3　
『
海
外
館
蔵
中
国
文
物
精
萃
』
下
冊
の
図
版
に
よ
る
。
中
華
書
局
、

二
〇
一
六
年
、
八
〇
八
頁
。

図
4　
「
敦
煌
盧
舍
那
法
界
図
像
研
究
之
一
」
の
図
版
に
よ
る
。『
敦
煌

研
究
』、
二
〇
〇
一
年
第
四
期
、
呉
暁
蕙
絵
、
四
頁
。

図
5　
『
敦
煌
研
究
文
集
敦
煌
石
窟
経
变
篇
』
に
よ
る
。
李
鎛
絵
。
甘

肅
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
九
頁
。

図
6　
『
中
国
美
術
全
集
絵
画
編
一
五
敦
煌
壁
画
下
』
の
図
版
に
よ
る
。

一
九
八
八
年
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
八
頁
。
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図
7　
『
敦
煌
石
窟
全
集
二
五
民
俗
画
巻
』
の
図
版
に
よ
る
。
商
務
印

書
館
、
一
九
九
九
年
、
二
二
〇
頁
。

図
8　
『
敦
煌
密
教
画
巻
』
の
図
版
に
よ
る
。
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇

三
年
、
七
七
頁
。

図
9　
『
敦
煌
画
の
研
究
・
図
像
篇
』（
松
本
榮
一
）
の
図
版
に
よ
る
。

同
朋
舎
、
一
九
八
五
年
、Photo

飛
鳥
園
、
三
一
一
頁
。

図
10　
『
中
国
石
窟
芸
術
雲
岡
』
の
図
版
に
よ
る
。
江
蘇
美
術
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
、
一
二
二
頁
。

【
注
】

（
1
）　

郭
峰
、「
敦
煌
写
本『
天
地
開
闢
以
來
帝
王
紀
』成
書
年
代
諸
問
題
」、『
敦

煌
学
輯
刊
』、
一
九
八
八
年
、
一
〇
二
～
一
一
三
頁
。

（
2
）　

鄭
阿
財
、「
敦
煌
写
本
『
孔
子
備
問
書
』
初
探
」、『
敦
煌
蒙
書
研
究
』、

甘
肅
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
五
～
八
頁
。

（
3
）　

拙
稿
、「『
注
好
選
』
と
敦
煌
啓
蒙
書
」、『
国
語
国
文
』（
八
八
二
号
）

第
八
二
巻
第
三
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
一
～
一
六
頁
。

（
4
）　
『
法
国
国
家
図
書
館
蔵
敦
煌
蔵
文
文
献
』P4016

、
法
国
国
家
図
書
館
編
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
五
一
頁
。

（
5
）　

東
王
公
、
西
王
母
の
説
と
は
別
に
帝
釈
天
、
帝
釈
天
妃
の
説
も
あ
る
。

（
6
）　

段
文
傑
編
、『
中
国
美
術
全
集
絵
画
編
一
四
敦
煌
壁
画
上
』、
一
九
八
八

年
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
六
九
頁
。

（
7
）　

南
北
朝
・
仏
陀
跋
陀
羅
訳
、『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』

第
九
巻
）N
o.0278

、
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
、
四
〇
八

上
頁
。

（
8
）　
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』、
注
7
に
同
じ
。
四
一
四
上
～
四
一
四
中
頁
。

（
9
）　

吉
村
怜
、「
盧
舍
那
法
界
人
中
像
の
研
究
」、『
美
術
研
究
』
第
二
〇
三
号
、

一
九
五
九
年
、
二
二
五
～
二
三
九
頁
。

（
10
）　

殷
光
明
、「
敦
煌
盧
舍
那
法
界
図
像
研
究
之
一
」、『
敦
煌
研
究
』
二
〇

〇
一
年
第
四
期
、
一
～
一
二
頁
。
李
靜
杰
、「
盧
舍
那
法
界
図
像
」、『
紫
禁
城
』

一
九
九
八
年
第
四
期
、
十
六
～
二
一
頁
。
彭
杰
、「
新
疆
庫
車
新
發
現
的
盧

舍
那
仏
像
芻
議
」、『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
二
〇
〇
一
年
第
二
期
、
七
三
～
七

七
頁
。

（
11
）　
『
中
国
石
窟
敦
煌
莫
高
窟
第
一
巻
』
の
図
版
に
よ
る
。
平
凡
社
、
一
九

八
〇
年
、
一
六
二
頁
。

（
12
）　

斎
藤
理
恵
子
著
、
賀
小
萍
訳
、「
敦
煌
第
二
四
九
窟
天
井
中
国
図
像
内

涵
的
変
化
」、『
敦
煌
研
究
』二
〇
〇
一
年
第
二
期
、一
五
八
頁
。殷
光
明
、「
敦

煌
盧
舍
那
法
界
図
像
研
究
之
一
」、『
敦
煌
研
究
』
二
〇
〇
一
年
第
四
期
、
一

〇
頁
。

（
13
）　

殷
光
明
、「
敦
煌
盧
舍
那
法
界
図
像
研
究
之
一
」、
注
10
に
同
じ
。
一
二

頁
。

（
14
）　

寇
勤
編
、『
海
外
館
蔵
中
国
文
物
精
萃
』
下
冊
、
中
華
書
局
、
二
〇
一

六
年
、
八
〇
八
頁
。

（
15
）　

李
静
杰
、「
盧
舍
那
法
界
図
像
」、
注
10
に
同
じ
。
一
九
頁
。

（
16
）　

段
文
傑
、『
敦
煌
石
窟
鑑
賞
叢
書
』
第
二
輯
第
五
分
冊
（
第
四
二
七
窟
）、

甘
肅
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
三
六
頁
。

（
17
）　
「
敦
煌
盧
舍
那
法
界
図
像
研
究
之
一
」（
殷
光
明
）
の
図
版
に
よ
る
。
注

10
に
同
じ
。
呉
暁
蕙
絵
、
四
頁
。

（
18
）　

岩
田
慶
治
、
杉
浦
康
平
編
、『
ア
ジ
ア
の
宇
宙
観
』、
講
談
社
、
一
九
八

九
年
、
一
六
三
頁
。

（
19
）　
『
敦
煌
研
究
文
集
敦
煌
石
窟
経
变
篇
』（
敦
煌
研
究
院
）
に
よ
る
。
李
鎛

絵
。
甘
肅
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
九
頁
。
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『天地開闢已來帝王記』から敦煌壁画へ（李）

（
20
）　

段
文
傑
編
、『
中
国
美
術
全
集
絵
画
編
一
五
敦
煌
壁
画
下
』、
一
九
八
八

年
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
八
頁
。

（
21
）　

八
木
春
生
、「
第
二
二
〇
窟
に
見
ら
れ
る
大
画
面
の
西
方
浄
土
変
相
図

の
出
現
」、『
中
国
仏
教
美
術
の
展
開
―
―
唐
代
前
期
を
中
心
に
』、
法
蔵
館
、

二
〇
一
九
年
、
七
〇
頁
。

（
22
）　

姚
秦
・
鳩
摩
羅
什
訳
、『
維
摩
詰
所
説
経
』（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第

十
四
巻
）N

O
.0475

、
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
、
五
五
五

中
～
五
五
五
下
頁
。

（
23
）　
『
敦
煌
石
窟
全
集
二
五
民
俗
画
巻
』（
敦
煌
研
究
院
）
の
図
版
に
よ
る
。

商
務
印
書
館
、
一
九
九
九
年
、
二
二
〇
頁
。

（
24
）　
『
敦
煌
密
教
画
巻
』（
敦
煌
研
究
院
）
の
図
版
に
よ
る
。
商
務
印
書
館
、

二
〇
〇
三
年
、
七
七
頁
。

（
25
）　
『
敦
煌
画
の
研
究
・
図
像
篇
』
の
図
版
に
よ
る
。
松
本
榮
一
、「
華
厳
教

主
盧
舍
那
仏
図
」、『
敦
煌
画
の
研
究
・
図
像
篇
』、同
朋
舎
、一
九
八
五
年（
復

刻
、
な
お
初
版
の
刊
行
は
一
九
三
七
年
で
あ
る
。）、Photo

飛
鳥
園
、
三
一

一
頁
。

（
26
）　

松
本
榮
一
、「
須
弥
側
阿
修
羅
王
図
」、『
敦
煌
画
の
研
究
・
図
像
篇
』、

注
25
に
同
じ
。
四
九
一
頁
。

（
27
）　

平
田
陽
子
、「
東
大
寺
二
月
堂
観
音
光
背
毛
彫
図
の
復
元
に
つ
い
て
」、

『
南
都
仏
教
』（
通
号
十
九
）、一
九
六
六
年
、六
七
～
七
九
頁
。稲
本
泰
生
、「
東

大
寺
二
月
堂
本
尊
光
背
図
像
考
―
―
大
仏
蓮
弁
線
刻
図
を
参
照
し
て
」、『
鹿

園
雑
集
：
奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
六
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
四
一

～
九
一
頁
。

（
28
）　

平
田
陽
子
、
注
27
に
同
じ
。
七
五
頁
。

（
29
）　
『
中
国
石
窟
芸
術
雲
岡
』
の
図
版
に
よ
る
。
江
蘇
美
術
出
版
社
、
二
〇

〇
一
年
、
一
二
二
頁
。

（
30
）　

李
静
杰
は
、「
須
弥
山
と
大
海
の
下
方
す
な
わ
ち
立
仏
の
腿
部
は
、
放

射
状
の
縦
線
に
よ
っ
て
四
つ
の
画
区
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
は
『
阿
含
経
』
巻

一
八
「
世
紀
経
・
閻
浮
提
州
品
」
に
説
か
れ
る
、
須
弥
山
四
方
の
四
大
部
州

と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
。（「
北
朝
晩
期
と
隋
の
盧
舍
那
仏
像
に
つ
い
て
」、

『
美
学
美
術
史
研
究
論
叢
』（
一
九
）、
二
〇
〇
一
年
、
一
五
頁
。）

（
31
）　

賀
世
哲
、「
莫
高
窟
第
二
四
九
窟
窟
頂
主
要
図
像
研
究
」、『
敦
煌
図
像

研
究
・
十
六
国
北
朝
巻
』、
甘
粛
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
六
四
頁
。

（
32
）　

張
元
林
、「
浄
土
思
想
与
神
仙
思
想
的
合
流
―
―
関
於
莫
高
窟
第
二
四

九
窟
窟
頂
西
坡
」、『
敦
煌
研
究
』、
二
〇
〇
三
年
第
四
期
、
一
～
八
頁
。

（
33
）　

寧
強
、「
上
士
登
仙
図
与
維
摩
詰
経
変
―
―
莫
高
窟
第
二
四
九
窟
窟
頂

壁
画
再
探
」、『
敦
煌
研
究
』、
一
九
九
〇
年
第
一
期
、
三
〇
～
三
七
頁
。

（
34
）　

李
淞
、「
莫
高
窟
第
二
四
九
窟
窟
頂
図
像
新
解
」、『
西
北
美
術
』、
一
九

九
五
年
第
四
期
、
一
八
～
二
二
頁
。

（
35
）　

馬
兆
民
、
趙
燕
林
、「
西
魏
『
大
方
等
陀
羅
尼
経
』
的
流
行
与
莫
高
窟

第
二
四
九
窟
的
営
建
」、『
宗
教
美
術
研
究
』、
二
〇
一
七
年
、
三
一
～
三
八
頁
。

�

（
り　

い
く
け
ん
・
台
湾
師
範
大
学
准
教
授
）


